


授業だけがマンツーマンはもう古い！
「マンツーマン授業」がスペシャルだったフィリピン留学。

今ではフィリピン留学は「授業＝マンツーマン」が当たり前です。

↓

MMBSが次に目指すフィリピン留学は・・・

授業後もフィリピン人講師とマンツーマン生活
※パートナーの先生は毎週替わります。



「先生と同室サポート」は
授業で学んで、日常で使う！

• 英語は勉強するだけでは伸びません。学んだ英語を日常で使うからこそ習得します。

• 学校に日本人学生が多いか、少ないかは関係ありません。なぜなら、授業が終われば先生と一緒に英語で生活する
からです。

• 「留学中の生活が不安で・・・」心配いりません！先生が皆さんをサポートしてくれます。

• 皆さんの留学中のパートナーは日本人ではなく、フィリピン人講師です。

「英語が伸びないかも・・・」なんて心配しないで大丈夫！

完全英語環境で確実に英語力がつきます！



先生のサポートが「あり」でいくか、「なし」でいくか
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Aコースを選んだ場合の平日の生活時間の一例です。授業の時間は各学生のスケジュールにより異なります。
ピンクが先生と一緒の時間、水色が先生と一緒でない時間を表しています。

※ただし、土曜日の朝食後から翌週の月曜日の朝食までは先生のサポートはありません。

1日の生活時間の違いが英語力の大きな差を作ります！



授業コースの概要とスケジュール
Aコース

標準コース
5時間1:1授業+1時間ｸﾞﾙｰﾌﾟ授業

1対1のマンツーマン授業が5時間ある、１番人気のコース

Bコース

集中コース
レベル：ｲﾝﾀｰﾐﾃﾞｨｴｯﾄ以上
4時間1:1授業+4時間ｸﾞﾙｰﾌﾟ授業

マンツーマン授業だけでなくグループ授業も多いので、早く英語に慣れたい方へのおすすめコース

Gコース

文法コース
4時間1:1授業+4時間ｸﾞﾙｰﾌﾟ授業

英語の知識が全くない方におすすめ！4週間で基礎英語を習得するコース

Sコース

スペシャルコース
8時間1:1授業

マンツーマン授業が1日8時間ある、短期留学生におすすめのコース

TOEICコース

2時間模擬テスト+1時間採点
+3時間1:1授業+2時間ｸﾗｽ授業

毎日の模擬TOEICでテストに慣れ、見直し、応用を重ねてTOEICの経験を積むコース

マンツーマン授業（1：1）
5時間

グループ
1時間

TOEIC模擬テスト2時間
+ カウンセリング1時間

マンツーマン授業
TOEIC 3時間

クラス授業
TOEIC/単語 2時間

マンツーマン授業（1：1）
4時間

グループ（1：4）
2時間

グループ（1：8）
2時間

マンツーマン授業（1：1）
8時間

マンツーマン授業（1：1）
文法2時間

グループ（1：4）
文法2時間

マンツーマン授業（1：1）
文法2時間

グループ（1：4）
文法2時間



G（グラマー）コースは英語初心者でも安心のカリキュラム

• 基礎文法でつまづいた方でも大丈夫

文法が理解出来ていないとまず教科書を正しく読めません。単語の

意味を調べて羅列しただけの直訳で授業が出来るのでしょうか？

文法の習得は英語習得に必要不可欠です。今まで習得出来なかった

文法を様々な方法で理解を促し、一つ一つ習得していきます。

使用する教科書は日本語記載なのでビギナーでも安心です。

1.予習（自主学習）：今日勉強する文法の概要を把握

2.マンツーマン授業（先生からのレクチャー）：英語での文法の理解

3.グループ授業（同じレベルの学生と共同学習）：文法を再度グループで学習

4.復習（練習問題や応用問題）：文法の理解度を確認

※通常1日2時間の授業で8～12週間かかる教科書をグラマーコースでは4週間で終了します。



MMBS学校全体図
学校敷地は3ヘクタール（300ｍ×100ｍ）あり、その中に教室と寮、運動施設が整備されています



学校写真



学校概要
正式名称 Man to Man Boarding School（MMBS）

所在地/住所
マニラ国際空港から車で約３時間
Sitio Paroba 2, Tibag, Tarlac City Philippines

代表電話 +63-45-982-2658 FAX +63-45-982-4234

設立年度 2000年 日本人スタッフ 在籍

講師数 約200名 学生定員 270名

マンツーマン教室 182室 グループ教室 31室

在籍国別比率
中国30% 日本60% 韓国9％ その他1%（台湾・ベトナムなど）
※国籍割合は時期により変動しますのでご了承くださいませ。

公式指定

SSP発給認定機関（ADD-01-157）2001年10月取得
TESDA認証機関
アメリカETSの公式TOEICセンター
アジアTESOL協会認定校

付帯施設
食堂、売店、カフェ、自習室、インターネットルーム（PC3台）、医務介護室、屋外休憩所、ジム設備、講堂、プール、バス
ケットコート、バドミントンコート、卓球台、サッカーフィールド、ゴルフ練習場、多目的広場、マッサージ店

備考

1日3食付、部屋の掃除、洗濯物は無料で週に2回、24時間警備員常駐、門限あり
インターネットルームにPC3台。学校敷地内はWIFIを使用（フィリピンなので不安定です）
学校敷地内は飲酒禁止、喫煙は喫煙所のみ
スポーツ施設の利用時間は平日18～21時 祝・休日8～21時
門限：日-木 22時、金・土 24時



勉強に適した環境のMMBS
1. 英語初心者が4週間で基礎文法を徹底的に学ぶコース

2. 授業だけでなく、授業後も先生とマンツーマンで生活する「先生と同室サポート」コース

3. 授業は自分が勉強したい科目を自由にアレンジして自分好みのスケジュールを作成

4. 毎月のテストとカウンセリングで長期留学生の中だるみを防ぐ

5. 学校内にクリニックがあり、無料で初期の診察が可能で健康管理は安心

6. 教師との外出も可能！知的で品のある教師が多く在籍

7. 教師は定期的に行う勉強会やTESOL、公式TOEICテストにより質が高く安定した授業を提供

8. 2000年からフィリピンの英語教育をリードしてきた老舗校の安心できる実績とカリキュラム

9. 夜のオプションクラスは学生の要望に応えたTOEICテストやカランメソッドなどを提供

10. 広大な敷地内に教室、寮、スポーツ施設が完備されたキャンパス式英語学校

11. 学校内だけで生活が出来る充実した学校施設と24時間警備員が常駐する安全な学校環境

12. 受入日本人学生数2,500名以上の統計から、日本人に適した授業を提供

13. 安全と授業の質にこだわる大学・企業の英語研修先に選ばれる信頼できる英語学校

14. 中高生の単身留学を留学の事前申請から帰国時まで安心サポート体制



学校周辺環境の案内
MMBSは、マニラから124㎞北に位置するタルラックという地域にある学校です。最寄りの空港がクラーク空港のため、クラークエリアの学校としても認知さ
れています。広大なサトウキビや田んぼなどの豊かな自然に囲まれた都市です。ルソン島の中央にあるタルラックは交通網の中心地として栄え、地方都
市として大型ショッピングモールやカフェなども数多くあります。豊富な交通ラインは24時間休みのないバスの運行でどこへ行くにも便利な地域です。乾季
にしか行けないピナツボ火山や多くの島があるハンドレッドアイランド、2～3時間でマニラやバギオなどの観光地、少し足を伸ばせば世界遺産のビガンや
バナウェイにも行くこともできます。勉強と息抜きのオンとオフをきっちり分けたい人にオススメの学校です。



留意事項

留意事項

【厳守事項】
・アルコールの学校敷地内持ち込みは禁止
【門限】
日～木（祝日も含む）： 22時
金・土： 24時
【禁止事項】
• 学校敷地内での飲酒
• 異性の部屋への出入り
• 無断外泊
• 喫煙所以外での喫煙、または火事が起こりえる行為
• 他の滞在者への暴言・暴力・その他の迷惑行為
※違反した場合は1週間の外出禁止、または即日退学処分となる場合があります。

【その他】
• 授業は平日（月～金）のみです。
• 入学後（日・月）はオリエンテーションのため、授業は行われません。
• フィリピン政府より発令された祝日には授業は行われません。
• アチーブメントの日は入学から3週間以下の学生は通常授業、それ以上の学生はテストを行います。
• オプションクラスに参加する場合は事前予約(現地)が必要です。
• スポーツ施設の利用時間は決められておりますので、ご注意くださいませ。

ゴルフ練習場：有料、休日 8～21時（平日不可、道具は私物使用）
サッカーフィールド：平日 17～18時 休日 8～18時
ジョギングコース：7～18時
それ以外の施設（プール・バスケットコート・卓球など）：平日 18～21時、休日 8～21時



留学費用
Aコース・Bコース Sコース

TOEICコース
追加費用

Gコース
追加費用

1人部屋
（先生なし）

2人部屋
（先生付き）

2人部屋
（先生なし）

3人部屋
（先生なし）

4人部屋
（先生なし）

1週間 60,000円 67,000円 52,000円 48,000円 44,000円 ＋7,000円 ー

2週間 110,000円 113,000円 88,000円 80,000円 74,000円 ＋14,000円 ー

3週間 160,000円 160,000円 124,000円 112,000円 104,000円 ＋21,000円 ー

4週間 200,000円 189,000円 144,000円 130,000円 120,000円 ＋28,000円 ＋28,000円

8週間 400,000円 378,000円 288,000円 260,000円 240,000円 ＋56,000円 ー

12週間 600,000円 567,000円 432,000円 390,000円 360,000円 ＋84,000円 ー

16週間 800,000円 756,000円 576,000円 520,000円 480,000円 ＋112,000円 ー

※留学費用には授業料と寮滞在費（3食）が含まれます。
※現地にて「先生付き」にご変更される場合は、2人部屋（先生付き）との差額分をお支払い頂きます。ただし、1人部屋からご変更される場合の差額の返金はございません。

部屋設備（各部屋共通）
ベッド・机・椅子・ＴＶ・エアコン・洋服棚・ランドリーバスケット・温水シャワー・トイレ・WIFI
※学校内にWIFIはございますが日本とは比較にならないほど遅く、不安定です。ご了承くださいませ。希望者は冷蔵庫のレンタル可（月1,000ペソ）



その他費用
お支払い先 項目 費用

日本でお支払い

入学登録金 15,000円

海外送金手数料 5,940円

ピックアップ：マニラ空港指定入学日（少人数ピックアップ） 6,000円（15,500円）

ピックアップ：クラーク空港指定入学日（少人数ピックアップ） 4,000円（10,000円）

現地でお支払い

※学校からの金額変更、または政府
発令による急な金額の変更がある場
合もありますので、ご了承ください。

SSP（半年有効） 6,240ペソ

外国人登録身分証明カード（ACR I-CARD） 3,315ペソ

滞在ビザ延長費
（2～4週間の場合は無料）

5～8週間 4,130ペソ

9～12週間 9,730ペソ

13～16週間 11,130ペソ

17～20週間 14,760ペソ

21～24週間 16,160ペソ

学校IDカード・ゲートパス 250ペソ

寮の保証金 2,500ペソ、または5,000円

教材費（実費：個人により異なります） 30～815ペソ/1教科

電気代（実費精算：個人により異なります） 約500ペソ/月

お水代（留学期間分徴収致します） 200ペソ/週

メディカルチェック 150ペソ



払い戻し規定

キャンセル申込み時点 留学費用

出国前
出国3週間前 留学期間の100％を払い戻し致します。

出国3週未満 留学期間の90％を払い戻し致します。

出国後

授業開始後
4週間以内のキャンセルは不可能です。

4週間以降からキャンセルが可能です。

残期間4週間未満 払い戻しは致しません。

残期間4週間以上 留学期間の50％を払い戻し致します。

備考

・入学登録金は、お申し込み後のキャンセルに対して、ご出発前後に関わらず払い戻し致しません。ご返金時には、現地銀行側でチャージされる海外送金手数料を差し
引いた金額のご返金となります。
・研修期間が4週間未満の場合は残余期間に関わらず払い戻し致しません。
・お部屋タイプの変更による差額は残余期間に関わらず払い戻しは致しません。
・ご自身の都合による授業不参加・遅刻・欠席の場合は授業料の払い戻しや再授業は致しません。
・精神的疾患の病歴がある方、持病がある方、現在、治療を受けている方は必ず事前にご相談くださいませ。フィリピン現地で対応が出来ない場合がございますので、
留学をお断りさせて頂くことがございます。
・ご本人の病気により留学中止がやむをえない場合には、中止時点から休学とし、1年以内であれば留学を再開することができますが、再開できなかった場合、残余期
間に対する払い戻しは致しません。ただし、在学中に精神的疾患の発病および治療が必要と思われる場合やその為に周囲の学生に被害が生じる恐れがある場合、医
師や保護者に相談の上、留学の中止を勧告させて頂きます。なお、その際は帰国する週の土曜日から残余期間週分の留学費用を全額返金させて頂きます。
・直系親族(親、兄弟、配偶者とその親と兄弟、子供)の不幸により留学中止がやむをえない場合には、中止時点から残余期間に対する授業期間の全額を払い戻し致し
ます。
・本校の規定を破り退校処分になった場合、終了予定期間に関わらず払い戻しはありません。
・本校外で起きた事由および天災地変(台風、停電、地震、他)等の不可抗力事由による休講については、本校の免責事項となります。
・フィリピン政府により発令された休日に従い、休校となります。それに対しての払い戻しや再授業は致しません。
・払い戻しの起算日はお申し出受付の翌週としますが、払戻し金額は土曜日からの週算定となり、１週間に満たない場合は切り捨てと致します。返金は帰国後1ヶ月以
内にお申し込み頂いた留学代理店より返金されます。


